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水稲豊熟診断予測システム（ササニシキ）
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1　は　じ　め　に

山形県における水稲の農業粗生産額に占める割合は52％

と高く（18郎年），高品位米を安定生産することは農業経

済の安定と緒柄産地の地位を維持するうえで重要である。

このため，本県では谷藤らが開発した生育診断予測シス

テムを中心に技術対応情報の整備に努め，高い評価を得て

いるが．豊熟こ関する診断予測システムは未開発であった

ため，気象変動に対した豊熟診断予測システムの開発が関

係者から強く求められてきた。

著者等は，個々の圃場，出穂後任意の時期，任意の気象

経過想定に対応し．登熟程度（登熟歩合，玄米粒数歩合）

と刈取適期を予測するための基本モデルと処理システムの

構造を設定したので以下報告する。

なお，モデル開発に当り卸示唆，御教授いただいた農

林水産省農業環境技術研究所の矢島正晴博士に深く謝意

を表す。

2　基本モデルの開発方法

供試したデータは，1988年～1989年の圃場・ポット試験

1980年以降の水稲作柄診断師の調査・分析結果及びAMe

DAS気象データである。基本モデルは，生育状況・予測

処理の時期・気象変動等に対する高い汎用性を具備するシ

ステムとするため，出穂後の積算平均気温を説明因子とし

（》穂揃期蓄積炭水化物の転流速度の推定と②ソースとシン

クサイズに対応する乾物生産分配量の推定を行うシミュレー

トモデル及び（診籾生産量から豊熟程度を推定するモデルと

した。

3　基本モデルの構造

（1）蓄積炭水化物転流モデル

穂揃期の蓄積炭水化物量（以下TAC量）は，玄米収量

である。このため，TAC量を乾物重と図1から推定する

濃度の積でもとめ，TAC転流速度（g／TTf／day）を推

定するモデルを設定した。なお，TAC転流速度は直接定

量することが困難であるため，わら垂の推移で代替し（図

2）玄米への移行効率は68％日とした。
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（2）乾物生産・分配モデル

本モデルは，ソースに対応した乾物増加速度（g／ポ／

day）とシンクサイズに対応した穂への分配率からシンク

への分配量をもとめるものであり，穂揃期以降任意時期の

調査籾重と前述の蓄積炭水化物転流モデルとを組合わせる

ことによって刈取適期と同時期の籾垂を予測することがで

きる。

乾物増加速度はMonteithg）の次式を用いた。

△W＝Cs・So（1－eXp（－k・LAI））

△W：乾物増加速度，So：日射量．Cs・K：定数

LAI（ソース）の減少速度は主梓LAの減少勾配（図3）

乾物生産分配率（シンク）の低下速度は籾の黄化を登熟完

了とみなし，青籾歩合（100－黄化籾歩合）の減少匂配

（図4）によって代替した。

また，刈取の適期は籾重増加速度（g／ポ／day）が

の2～3割前後を占め■），登熟程度を予測するうえで重要　　0．5kg／10a未満になる日とした。
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図3　出穂後の気温と玉
梓LAの推移
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図4　出穂後の気温と舌
籾歩合の推移
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○：高温区、■槽揃断：100

13）登熟程度推定モデル

登熟程度（現在豊熟歩合のみ）は，TAC転流量と乾物

生産分配量の積算値である刈取適期の穂垂を1籾重に換算

し，それぞれの関係から求めた（図5）。
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図5　1籾重と登熟歩合

4　プログラムの構造

入力項目は∴穂揃期の基本的なデータと調査日の穂垂及

びシンク・ソースの指標となるデータとした。気象データ

は，調査E］以降のAMeDAS平年値を用い任意の気象経過

（平均気温，日照時間）を想定できる構造とした。

また，乾物重・N濃度等の推定ルーチンを組込むことに

よって，普及現場における利活用についても考慮した構造

に設定した（図6）。

5　適　用　場　面

個々の圃場レベルを対象に，豊熟期間の任意の時期に，

比較的簡易な調査データの入力により，調査日以降の幅広

図6　登熟診断予測処理の構造
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・3：隙間等の関数　代替推定可能

い気象経過想定による刈取適期と豊熟程度の予測を行うこ

とができる。更に作柄診断間に適用することで，地域ある

いは県全休の登熟程度の状況を推定することができる。

6　今後の課題

①玄米拉致歩合推定モデルの開発。②予測精度の検証と

各モデルの改良。③籾数レベル及びN濃度レベルに対応し

たシステムの改良による適用域の拡大。
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